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1.研究背景と目的 

 レーザー装置を構成する多くの光学部品に

は光学薄膜が施されている。しかし、様々な要

因で光学薄膜に意図しないレーザー損傷が発

生する。1) 特に、大型レーザーの場合、レーザ

ー強度が高くなり光学薄膜に損傷を引き起こ

す可能性が高くなる。光学薄膜に損傷があるま

まレーザーを使用するとレーザー性能の低下

を引き起こすため、損傷確認作業が必須となる。

大型レーザーはこの確認作業に大人数・長時間

が必要となり人的・時間的コストが増加に伴う

作業効率の低下が課題である。本研究では、作

業効率の向上を図るために人工知能の画像分

類、物体検出技術により光学薄膜のレーザー損

傷の検出が研究目的である。 

2.学習方法 

原画像の撮影およびデータセットの作成を

行った後、最適モデルの作成を行った。透過を

利用した原画像の撮影装置を Fig. 1に示す。こ

の撮影装置を用いてレーザー光を対象物に当

て損傷部分を影として撮影した。撮影した原画

像を基に水増し処理（回転、閾値、ぼかしの組

み合わせ）を行い、データセットを作成した。

学習には、AIプラットフォームの Renomを使

用し最適なネットワーク（分類:ResNet,ResNext, 

VGG16,19 物体検出: YoLo,YoLo v2,SSD）、パラ

メータを検討し最適モデルを作成した。 

3.学習結果 

 Fig.2 に分類結果（VGG16）、Fig.3 に物体検

出結果（YoLo v2）を示す。分類では、VGG16

のモデルにおいて精度の高い結果を得ること

ができた。さらに物体検出では、YoLo v2のモ

デルにおいて損傷の大小に関わらず、損傷範囲

をしっかりと捉えることができた。 

4.結論 

人工知能を用いて光学薄膜のレーザー損傷

の画像分類、物体検出を行うことができた。ま

た損傷範囲をしっかりと捉えることができた

ため、損傷によるレンズ・ミラーの取り換え許

容範囲の考慮にも期待できる。 

今後、損傷部分にピントが合っていない場合

や、表面上の汚れや損傷の分類など、より実用

的な条件下での最適モデルの作成をしていき

たい。 

Fig. 1.Imaging device using transmission 

Fig. 2 Classification result (VGG16) 

Fig. 3 Object detection result (YoLo v2) 
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